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	古民家について
	あけた回数
	きた人数（のべ）

	226
	2030年度参加人数
	2030年度開催回数

	190
	ご寄付や地域との連携
	7月は21日間古民家を開放し、延べ226人が来てくれました。夏休みに入ると、こどもたちがあまり来ませんでした。思い当たるのは、夏休みに入る前の１週間、ほとんど開けられなかったこと。普段なら長期休暇の少し前に「初日は何時からだよ」と、どんなふうに開けるかを子どもたちに伝えていたのですが、それができませんでした。
	ここに来る子たちはとくに小学生は、下校中に開いているのをみて来るんですよね。だから、夏休みなどはそうやってみる機会がないから、暑い中わざわざやってこないんですね。でも、１週間くらいするとこどもたちがやってきて、その友達も来るようになり、２週間ほどでいつも通りになりました。

	月次活動報告
	わっか
	82号
	2026.7


	夜会
	よかったら遊びに 来てね
	★7月の夜会
	３回

	★7月の星空で遊んだ人数
	こども　37人
	おとな　  6人
	（いずれものべ人数）
	7月の夜会は、夏休みに入ることもあり、夏休みの過ごし方についての話題が。
	「部活、朝からー」「宿題多すぎる…まだやってない」。子どもたちの日常は、学校から部活、そして家庭学習へと移っていきます。そうした学生生活の話しが自然と増えていきました。
	気温が高くなってくると、作る料理も変わります。これまで子どもたちが自分たちで作っていたチャーハンは少なくなり、代わりにフードバンクまいばらさんから寄付していただいた乾麺をゆがいたり、カップ焼きそばを食べたりする子たちが多くなりました。
	暑い季節だからこそ、さっぱりとした食事を求める姿も自然なこと。地域の支援を受けながら、夏休みの日中を過ごす子どもたちの時間を、夜会がそっと支えることができているのかなと感じた7月でした。




